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３月25日に議長記者会見を開催

第１回定例会を振り返るととも

に、各委員長から２年間にわたる

所管事務の調査研究に関して報

告がありました。また、次年度の

議会報告会の開催方針を発表し

ました。

②

平成31年第１回定例

会を平成 31年２月

26日から３月20日

まで23日間にわたっ

て開催しました。

平成31年第１回定例

会を平成 31年２月

定 例 会

平成31年

第１回
定 例 会

平成31年

第１回

総
務
・
社
会
文
教
・
産
業
建
設
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

新
年
度
当
初
予
算
案
を
巡
っ
て
、
集
中
審
議

新
年
度
当
初
予
算
案
を
巡
っ
て
、
集
中
審
議

過去
最高額

A
Q

　

平
成　

年
２
月　

日
の
開
会
日
に
執
行
機
関
側
か

31

26

ら
報
告
案
件
１
件
、
人
事
案
件
５
件
、
条
例
案
件　
15

件
、
一
般
案
件　

件
、
予
算
案
件　

件
の　

件
の
議
案

15

21

57

の
提
出
が
あ
り
、
中
日
で
あ
る
３
月
７
日
に
人
事
案

件
１
件
、
一
般
案
件
１
件
が
追
加
議
案
と
し
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
議

案
を
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
長
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
代
田
昭
久
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
健
氏
の
辞
任
に
伴

う
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
木
下
悦
夫
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
。
２
期
８
年
に
わ
た
っ
て
市
政
へ

尽
力
さ
れ
た
佐
藤
氏
に
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、市
総
合
計
画「
い
い
だ
未
来
デ
ザ

31

イ
ン
２
０
２
８
」の
前
期
４
年
間
の
折
り
返
し
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。一
般
会
計
当
初
予
算
は
、リ
ニ
ア
開
業

を
見
据
え
、目
指
す
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
編
成
さ

れ
、予
算
総
額
は
4
6
3
億
５
千
万
円
と
前
年
度
比
４

億
９
千
万
円
増
の
過
去
最
高
額
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

車
両
管
理
事
務
に
関
し
て
、
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
装
備
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
車
両
更
新
時
に
装
備
を
進
め
て
い
る

が
、全
体
の
２
割
に
満
た
な
い
装
備
状
況
に
あ
る
。

平
成　

年
度
は
交
通
事
故
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、事
故

30

抑
止
の
た
め
に
も
、当
面
更
新
予
定
の
な
い
車
両
1
0
3

台
に
つ
い
て
平
成　

年
度
に
整
備
す
る
。

31

Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
と
し
て
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
実
施

す
る
事
業
は
何
か
。

具
体
的
な
内
容
検
討
は
こ
れ
か
ら
。包
括
協
定
を

結
ぶ
津
田
塾
大
学
と
の
連
携
も
想
定
。大
会
期
間

中
に
伝
統
芸
能
を
東
京
で
披
露
し
た
い
提
案
も
あ
る
。

有
効
な
事
業
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

地
区
田
舎
へ
還
ろ
う
戦
略
支
援
事
業
に
関
し

20て
、
移
住
体
験
の
た
め
の
お
試
し
住
宅
の
整
備
や

定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
の
計
画
は
。

龍
江
の
公
的
住
宅
１
棟
を
転
用
し
、改
修
す
る
。就

農
や
新
た
な
お
試
し
滞
在
補
助
の
仕
組
み
と
組
み

合
わ
せ
て
定
住
を
推
進
す
る
。

お
ひ
さ
ま
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進
事
業
に
関

し
て
、
年
間　

件
が
見
込
ま
れ
て
い
る
蓄
電
シ
ス

20

テ
ム
設
備
補
助
金
の
金
額
は
。

蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
制
度
は
、設
置
費
用
の
３

分
の
１
以
内
、補
助
金
額　

万
円
を
上
限
と
し
て

10

い
る
。ま
た
、太
陽
光
発
電
設
備
と
セ
ッ
ト
で
導
入
す

る
場
合
は
、上
限　

万
円
。

15

地
域
福
祉
推
進
事
業
に
関
し
て
、
ご
み
出
し
困
難

世
帯
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
と
は
。

こ
の
支
援
は
、市
内
の
ご
み
収
集
事
業
者
か
ら
地

域
貢
献
活
動
と
し
て
の
申
し
出
が
あ
り
事
業
化

す
る
。対
象
者
は
民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
調
査
を
依
頼
し
て
選
定
。対
象
世
帯
の
玄
関
先

で
個
別
収
集
を
行
う
予
定
。

教
育
相
談
事
業
に
関
し
て
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
が

増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
対
策
と
し
て
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

通
常
の
教
室
以
外
の
場
所
や
中
間
教
室
な
ど
、少

し
で
も
登
校
し
や
す
い
場
所
を
設
け
て
い
る
。ま

た
、支
援
策
と
し
て
不
登
校
支
援
連
絡
会
で
情
報
共
有

を
図
る
ほ
か
、家
か
ら
出
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
に
は
家

庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
に
関
し
て
、
市

内
の
３
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、
実
証

実
験
を
進
め
て
い
る
が
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
、
モ
デ

ル
校
以
外
の
学
校
へ
の
展
開
の
見
込
み
は
。
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当
初
５
年
の
整
備
を
計
画
し
て
い
た
が
、小
中
学

校
へ
の
空
調
設
備
設
置
に
取
り
組
む
た
め
、計
画

年
数
を
７
年
と
し
、国
が
目
標
と
し
て
い
る
整
備
目
標

水
準
に
向
け
て
２
０
２
２
年
ま
で
の
完
了
計
画
に
変
更

し
た
。竜
東
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り
組
み
を
他

の
学
校
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
に
関

し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
も
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
様
に
取
り
組
む
か
。

学
校
運
営
協
議
会
の
審
議
の
内
容
や
、学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
、学
校
だ
よ
り
、Ｐ
Ｔ

Ａ
会
報
、地
区
の
広
報
な
ど
を
使
っ
て
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、教
育
委
員
会
で
は
、教
育
情
報
紙
に
取
り
組
み
を

掲
載
し
、周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

体
育
施
設
整
備
事
業
に
関
し
て
、
競
技
団
体
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
へ
の
要
望
な
ど
、
施
設
充

実
等
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
向
性
は
。

平
成　

年
度
内
に
社
会
体
育
施
設
の
あ
り
方
を
ま

30

と
め
、方
向
性
を
示
す
予
定
で
い
た
が
、市
の
財
政

と
の
関
係
や
南
信
州
広
域
連
合
で
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
、屋
内
体
育
施
設
の
動
向
か
ら
方
向
性
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。ま
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

化
は
、競
技
力
向
上
面
で
の
意
義
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
が
、現
状
で
は
方
向
性
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

リ
ニ
ア
推
進
事
業
に
関
し
て
、
発
生
土
置
き
場
と

し
て
下
久
堅
地
区
と
龍
江
地
区
の
２
カ
所
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
状
況
は
。

発
生
土
置
き
場
の
計
画
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
進
め
て
い

る
が
、候
補
地
に
つ
い
て
は
長
野
県
を
窓
口
と
し

て
、市
町
村
が
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。飯
田
市
内
の
候

補
地
は
全
部
で　

カ
所
あ
る
が
、距
離
や
規
模
、周
辺
の

60

環
境
な
ど
を
判
断
材
料
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
東
海
が
絞
り
込

み
を
し
て
お
り
、飯
田
市
内
は
下
久
堅
小
林
地
区
と
龍

江
番
入
寺
地
区
の
２
カ
所
。県
内
の
発
生
土
置
き
場
は
、

不
足
し
て
い
る
状
況
と
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
聞
い
て
お
り
、

長
野
県
と
連
携
を
す
る
中
で
、調
整
を
し
て
い
く
。

天
龍
峡
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
に
関
し
て
、
名
勝

天
龍
峡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
予
定
は
。

平
成　

年
度
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
基
本
整
備
計

29

画
を
つ
く
り
、平
成　

年
度
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

30

方
式
に
よ
り
施
設
内
容
を
決
定
し
、現
在
、国
等
と
調
整

を
し
て
い
る
。

今
年
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
を
目

途
と
し
て
完
成

を
予
定
し
て
い

る
。

環
境
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
関
連
し

て
、
エ
ス
・
バ
ー
ド
が
完
成
し
、
そ
こ
に
も
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
が
あ
る
の
で
、
桐
林
の
環
境
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
エ
ス
・
バ
ー
ド
へ
集
積
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
は
。

エ
ス
・
バ
ー
ド
は
、信
州
大
学
や
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
も
あ
り
、高
度
な
活
用
も
期
待
で
き
る
。今

後
、運
用
す
る
中
で
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

名勝天龍峡

　

本
会
議
に
お
い
て
、一
般
会
計
予
算
案
に
対
し
、

「
リ
ニ
ア
関
連
事
業
が
今
後
の
市
民
に
ど
れ
だ
け
利

益
を
与
え
る
か
不
明
瞭
。一
般
財
源
は
、リ
ニ
ア
推
進

で
は
な
く
、福
祉
・
教
育
・
災
害
対
策
な
ど
市
民
の
生

命
や
暮
ら
し
に
直
結
す
る
分
野
に
充
て
る
べ
き
」と

の
趣
旨
か
ら
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、採
決

の
結
果
、原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

委員会審議の様子は、動画配信しています。
YouTubeのサイトで

「 飯田市議会委員会 」と検索ください。

反
対
討
論

社会文教委員会の審査では、「旧飯

田荘の建物解体撤去工事を進める

過程で、工事内容の変更が必要とな

り、やむを得ず契約金額を増額変更

したい」とする執行機関側の説明に

対して、質疑が集中しました。　

Ｑアスベストを含む建材の使用は、

解体工事の設計段階で判らなかっ

たか。　

Ｑ隣接駐車場の電源設備の付け替

えや消火設備の増設等は、なぜ、設計

段階から費用計上できなかったか。　

Ｑ昨年から二度にわたる多額の増額

変更となるが、当初の設計は適正か。　

Ｑ今回の変更はやむを得ないもの

としても、設計段階で十分な事前調

査が必要では。　

Ｑ議案説明に当たって事前に資料

の用意が必要ではないか。

特養飯田荘建設事業の

工事契約の変更に関して

質疑が集中
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清　水　優一郎　議員（会派のぞみ）

「
南
信
州
ナ
ン
バ
ー
」
の
創
設

に
向
け
て
、
南
信
州
広
域
連
合

の
中
で
飯
田
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
は
ど
う
か
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
創
設
は
、

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
時
代
を
見

据
え
、
当
地
域
の
知
名
度
向
上
や
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
有
効
な
手

段
だ
と
考
え
る
。
実
現
に
向
け
て
の

進
め
方
や
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
、
南
信
州
広
域
連
合
の
中
で
も

議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

■
か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
等
関
連
会
社
の

倒
産
■
災
害
発
生
時
の
広
報
■
（
仮

称
）
天
龍
峡
大
橋
の
開
通
を
見
据
え

た
取
り
組
み

ご当地ナンバープレートの創設

について

市政を

問う！
市政を

問う！
市政を

問う！第１回定例会の一般

質問の概要を紹介し

ます。（17名・質問順）

■は、そのほかの質問項目

第１回定例会の一般

質問の概要を紹介し

ます。（17名・質問順）

■は、そのほかの質問項目

一般質問の様子は
ＹｏｕＴｕｂｅで

動画配信しています

ズバリ

竹　村　圭　史　議員（会派のぞみ）

親
元
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を

手
厚
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

経
営
基
盤
の
な
い
新
規
就
農
者

に
対
す
る
国
の
給
付
金
と
、
親

元
就
農
者
に
対
す
る
県
と
市
の
支
援

金
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

親
元
就
農
者
へ
の
支
援
の
充
実
を
求

め
る
声
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国

や
県
の
支
援
で
は
行
き
届
か
な
い
部

分
を
市
と
し
て
支
援
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
親
元
就
農
者
の
声
を
し
っ
か

り
聴
き
、
ど
の
様
な
支
援
が
必
要
な

の
か
調
査
し
て
い
き
た
い
。

親元就農者への支援は

岡　田　倫　英　議員（会派のぞみ）

整
備
内
容
を
「
開
業
時
ま
で
」

と
「
開
業
後
に
段
階
的
」
に
整

理
し
、
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
っ

て
は
。駅

周
辺
整
備
に
関
し
て
、今
後
、

基
本
設
計
を
ま
と
め
る
中
で
判

断
す
る
が
、官
民
連
携
し
た
施
設
の

設
置
・
運
営
や
、段
階
的
な
整
備
が
望

ま
し
い
施
設
等
の
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。駐
車
場
や
広
場
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
柔
軟
性
や
可
変
性
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
る
が
、事
業
の
手

法
と
し
て
ど
う
組
み
立
て
ら
れ
る
か

検
討
し
て
い
く
。

■
郷
土
の
偉
人
・
先
人
顕
彰
に
つ
い
て

リニア関連の財政出動について

福　澤　克　憲　議員（市民パワー）

移
住
定
住
の
促
進
、
空
き
家
の

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
農
地
法
３
条
許
可
に
係
る
下
限

面
積
の
検
討
は
ど
う
か
。

農
地
法
３
条
許
可
の
要
件
に

は
、面
積
要
件
の
他
に
、「
農
地

の
全
て
を
効
率
的
に
利
用
す
る
」「
必

要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
」こ

と
も
含
ま
れ
る
。そ
の
た
め
、下
限
面

積
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、移
住

者
の
農
地
利
用
の
ニ
ー
ズ
も
捉
え
な

が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
「
飯
田
版
」
地
域
循
環
共
生
圏
の

取
り
組
み
■
幼
児
教
育
無
償
化
へ
の

対
応
と
、
飯
田
市
の
施
策
の
方
向
性

に
つ
い
て

中山間地域振興計画の

今後の方向性は

原　　　和　世　議員（会派みらい）

設
置
者
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
ど
う

有
る
べ
き
か
。
施
設
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
対
し
、
ど
う
設
置
者
責
務

を
負
う
の
か
。

地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
、
指

定
管
理
者
が
情
報
を
共
有
し
、

経
営
が
成
り
立
つ
工
夫
を
重
ね
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
市

が
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。
経
営
の

透
明
性
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対

等
な
立
場
で
役
割
や
責
任
を
共
有
す

る
こ
と
を
通
じ
、
市
と
し
て
一
層
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

■
市
政
経
営
■
土
地
の
管
理
政
策
■

更
生
保
護
女
性
会
に
つ
い
て

指定管理者制度でのガバナンスと

マネジメントは
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福　沢　　　清　議員（会派みらい）

飯
田
市
は
公
契
約
条
例
の
必

要
性
は
５
年
前
に
認
め
て
い

る
の
で
、
制
定
に
向
け
て
取
り
組
み

を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

公
契
約
条
例
の
制
定
に
向
け
、

既
に
制
定
し
て
い
る
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
検
討

し
て
き
て
い
る
。
条
例
と
し
て
の

義
務
付
け
や
、
関
係
者
の
責
務
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

条
例
制
定
を
視
野
に
、
ま
ず
は
、

「
飯
田
市
公
契
約
に
関
す
る
基
本

方
針
」
の
理
解
を
広
め
、
方
針
に
基

づ
い
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

■
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
拡
大
に
つ
い
て

公契約条例の制定について

小　林　真　一　議員（公 明 党）

メ
ー
ル
登
録
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
作
成
予
定
の
祖
父
母
向
け

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
に
掲
載

し
、
更
に
普
及
す
る
考
え
は
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
関
連
情
報

を
よ
り
効
果
的
に
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
様
々

な
機
会
を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
登
録
の
普
及
拡
大
に
努
め

て
い
く
。
現
在
、
母
子
手
帳
と
一
緒

に
渡
し
て
い
る
「
み
ん
な
で
子
育
て

ナ
ビ
」
に
は
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、
２

０
１
９
年
度
に
作
成
予
定
の
祖
父

母
向
け
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

も
掲
載
し
た
い
。

様々な機会や媒体での

安全・安心メール普及の考えは

木　下　德　康　議員（会派のぞみ）

即
座
に
ひ
門
の
操
作
判
断
を
す

る
た
め
、
降
雨
量
を
も
と
に
判

断
基
準
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

現
在
、
ひ
門
操
作
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
が
、

判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
も
踏
ま
え
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
降
雨
量
の
情
報
は
、

気
象
庁
や
国
・
県
が
設
置
し
た
雨
量

計
か
ら
得
て
い
る
が
、
今
後
、
局
地

的
な
集
中
豪
雨
が
想
定
さ
れ
る
中

で
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
雨
量
の
把
握

の
必
要
性
を
感
じ
、
整
備
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

■
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

昨年の台風24号のような浸水を

どう防いでいくか

古　川　　　仁　議員（日本共産党）

危
機
事
案
発
生
以
降
、
不
調
を

訴
え
る
児
童
は
い
た
か
。
ま
た
、

今
後
の
心
の
ケ
ア
を
ど
う
進
め
る

か
。

学
校
で
は
、
火
災
発
生
以
降
の

児
童
の
様
子
に
注
視
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
不
調
を
訴
え
て
い
る

児
童
の
報
告
は
な
い
。
児
童
・
生
徒

の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
教

職
員
が
注
意
深
く
観
察
し
て
い
る
。

ま
た
、
心
配
な
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
は
、
教
職
員
間
で
情
報
を
共
有

し
、
連
携
し
な
が
ら
学
校
全
体
で
対

応
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専

門
機
関
と
連
携
し
て
い
る
。

小・中学校での危機事案発生時

の対応と心のケアについて

塚　平　一　成　議員（会派のぞみ）

飯
田
の
善
さ
を
生
か
し
た
、
す

べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
「
心
の
健
康
推
進
像
」

を
ど
う
目
指
す
か
。

飯
田
市
の
特
徴
は
、
い
い
だ
未

来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
で
掲
げ

る
よ
う
に
、
各
地
区
で
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
、
そ
の
地
域
の
個

性
を
生
か
す
こ
と
に
あ
る
。
心
の
健

康
に
は
、
地
域
の
中
で
善
い
関
係
を

築
く
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
結
い
の

心
を
生
か
せ
る
地
域
に
し
て
い
く
こ

と
で
、
心
の
健
康
推
進
が
図
れ
る
と

考
え
る
。

■
障
が
い
者
の
文
化
芸
術
活
動
推
進

に
つ
い
て

市民の心の健康増進体制は

山　崎　昌　伸　議員（会派のぞみ）

「
い
じ
め
を
積
極
的
に
認
知

し
、
有
効
な
対
応
を
し
た
学

校
、
教
員
こ
そ
評
価
さ
れ
る
べ
き
」

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

当
該
提
言
は
、
大
津
市
の
い
じ

め
自
殺
事
件
の
調
査
報
告
書
に

あ
り
、
飯
田
市
教
育
委
員
会
と
し
て

も
真
摯
に
受
け
止
め
る
。「
い
じ
め

の
有
無
や
、
数
の
多
い
少
な
い
を
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
児

童
・
生
徒
の
理
解
、
い
じ
め
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
、
い
じ
め
が
発
生

し
た
際
の
迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
共

有
や
組
織
的
な
対
応
等
が
評
価
さ
れ

る
」
と
い
う
こ
と
を
周
知
・
徹
底
し

て
ま
い
り
た
い
。

子どもの心と身体を

どう守るか
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湯　澤　啓　次　議員（会派のぞみ）

広
域
的
新
施
設
候
補
地
と
重
な

る
代
替
地
エ
リ
ア
へ
の
対
応

は
。

南
信
州
広
域
連
合
で
検
討
す
る

広
域
的
新
施
設
の
候
補
地
と
重

な
る
座
光
寺
共
和
地
区
の
代
替
地
整

備
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
動
向
に
注

視
し
な
が
ら
整
備
の
エ
リ
ア
を
検
討

し
て
い
く
。
候
補
地
と
な
る
地
域
の

皆
さ
ん
へ
の
説
明
は
、
今
後
も
必
要

な
場
面
を
見
な
が
ら
適
切
に
対
応
し

た
い
。

■
地
域
人
教
育
に
よ
っ
て
加
速
す
る

人
材
サ
イ
ク
ル
の
構
築
■
ス
ー

パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
形
成
に
向

け
た
飯
田
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

リニア中央新幹線関連事業の

取り組みは

村　松　まり子　議員（公 明 党）

今
回
の
改
正
法
で
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援
事
業
が
強
化
さ

れ
た
が
、
今
後
、
ど
の
様
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
。

今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
子
ど

も
や
そ
の
保
護
者
の
生
活
習

慣
・
環
境
の
改
善
に
向
け
た
支
援
、

高
校
を
中
退
、
あ
る
い
は
行
っ
て
い

な
い
子
ど
も
の
進
路
選
択
の
相
談
支

援
な
ど
が
支
援
項
目
と
し
て
追
加
さ

れ
た
。
制
度
改
正
の
趣
旨
や
市
内
の

実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
す
る

機
関
と
調
整
を
行
い
、
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

生活困窮者自立支援制度

について

後　藤　荘　一　議員（日本共産党）

今
年　

月
の
消
費
税
増
税
は

10

「
複
雑
で
わ
か
り
に
く
い
」
と

の
声
を
聞
く
が
、
ど
う
思
う
か
。

今
年　

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

10

消
費
税
率
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
軽
減
税
率
の
導
入
や
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト

還
元
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
に
く

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
対
し

て
、
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
く
。

■
市
の
財
政
に
つ
い
て

市長の消費税に対する

認識について

木　下　容　子　議員（市民パワー）

虐
待
さ
れ
た
子
の
多
く
は
親
の

許
へ
帰
る
。
虐
待
し
な
い
で
い

ら
れ
る
よ
う
な
、
親
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
は
な
い
か
。

親
が
虐
待
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
早
期
か
ら
の
子
育

て
に
対
す
る
相
談
を
重
点
的
に
行
う

こ
と
が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の

任
を「
子
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー
」

が
担
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
地
域
の
子
を
地
域
全
体
で
育

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
子
育
て
支
援
に
尽
力
し
て

い
く
。

■
ダ
ブ
ル
ケ
ア
対
策
に
つ
い
て

幼児・児童への

虐待防止対策について

吉　川　秋　利　議員（会派のぞみ）

税
収
の
う
ち
、
個
人
市
民
税
が

約　

億
、
法
人
市
民
税
が
約　

48

10

億
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
受
け
止

め
は
。税

収
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん

伸
び
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
現
状
で
は
、
こ
の
く
ら
い
の
税

収
見
込
み
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
法

人
市
民
税
の
増
収
に
向
け
て
、
産
業

振
興
の
観
点
で
は
、「
産
業
振
興
と

人
材
育
成
の
拠
点
」
の
整
備
を
進
め

て
き
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
事
業
を

核
と
し
て
、
今
後
も
努
力
を
継
続
し

て
い
く
。

■
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
■
教
育
の

全
体
像
に
つ
い
て

経常収支比率の分析は

新　井　信一郎　議員（会派のぞみ）

リ
ニ
ア
長
野
県
駅
周
辺
へ
の

「
移
住
・
定
住
」
政
策
な
ら
び

に
、
「
地
域
振
興
・
広
域
交
通
の
拠

点
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

「
駅
前
に
暮
ら
す
」
と
い
う
概

念
に
対
し
、
新
た
な
時
代
の
要

請
に
応
え
得
る
住
宅
地
の
あ
り
方
を

更
に
検
討
す
る
。
駅
周
辺
に
必
要
な

機
能
・
施
設
の
課
題
に
対
し
て
は
、

官
民
連
携
や
段
階
的
な
整
備
を
含
む

事
業
手
法
を
検
討
し
、
交
通
広
場
に

つ
い
て
は
、
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
に

対
応
す
る
可
変
性
を
意
識
し
て
い

る
。

■
危
機
管
理
に
つ
い
て
■
羽
場
大
瀬

木
線
の
開
通
を
見
越
し
て

リニア新時代の土地利用、

リニア長野県駅のあり方は



平成31.4.19　いいだ市議会だより212号

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成333333333333333333333000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期 政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告平成30年度後期 政務調査活動報告会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

⑦

　前回号から紙面を全面的にリニューアルしました。「文字が大きくなっ

て、読みやすくなった」「議員の顔がわかるようになった」など多くの感想

をいただきました。今回号も、いただいたご意見を参考に改良しました。

表紙は引き続き検討していきます。ぜひご意見をお寄せください。

「読みやすさ」「親しみやすさ」をめざして「読みやすさ」「親しみやすさ」をめざして

議会だよりをリニューアル！ 第２弾議会だよりをリニューアル！ 第２弾

 矢高テニスコートの改修が実現 ! 矢高テニスコートの改修が実現 !市議会スポーツ振興
議員連盟の活動から
市議会スポーツ振興
議員連盟の活動から

　矢高テニスコートは、ボールのバウンド不良や水はけが悪く、練習も十分にできない状況となって

いました。市議会スポーツ振興議員連盟では、利用団体や市教育委員会と懇談を重ね、この度、コート

面の改修が実現しました。

　３月下旬には、利用団体と飯田ＯＩＤＥ長姫高校の総勢40名によって、コートのラインが張られ、

今春より利用ができます。

一列になってライン張り 重機により表層を耕して整地

飯田市議会の各会派で実施した政務調査について、３月20日に報告会を開催しました。

各会派の報告した内容は以下のとおりです。

■ 会派のぞみ

○「上山型温泉クアオルト事業」について（山形県上山市）

○ 特定非営利法人きらりよしじまネットワーク　住民自治（山形県川西町）

○「道の駅南アルプス長谷」を拠点とした自動運転サービス実証実験（長野県伊那市）

○「自動運転サービスの現状と将来への課題」先進モビリティ株式会社（東京都目黒区）

○ 国会議員への要望・陳情活動（東京都千代田区永田町）

■ 公明党

○ 日進市におけるＥＳＤの取り組みについて（愛知県日進市）

○ 伊勢市の地域共生社会の実現に向けた取り組みについて（三重県伊勢市）

■ 会派みらい

○「ゆめみらい南信州」を通じた広域行政課題の調査研究

 　研修会Ⅰ　阿南町議会の議会活性化への取り組み、信州アトムの視察（長野県阿南町）

 　研修会Ⅱ　エス・バードの施設見学、信州大学の取り組み（長野県飯田市）

■ 日本共産党

○ 第46回市町村議会議員研修会（静岡県静岡市）

■ 市民パワー

○「遠野わらすっこプラン」の取り組みについて（岩手県遠野市）

○「オガールプロジェクト」の取り組みについて（岩手県紫波町）

○「宝を生かしたまちづくり」の取り組みについて（岩手県二戸市） 行政視察イメージ

前号から反省、課題検討
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３月８日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeで

ご確認ください。

委員会

総 務総 務
調
査
研
究
テ
ー
マ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

２
年
間
の
調
査
研
究
や
懇
談
な
ど
の
活
動
か
ら

委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
て
執
行
機
関
へ
の

提
言
・
提
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

１　

施
策
へ
の
取
り
組
み

〈 
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
施
策
の
強
化
・
継
続 
〉

○
地
区
版
の
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の
作
成
費
の
補
助

○
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
た
未
加
入
状
況
調
査
へ
の
補

助
○
組
合
加
入
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（ 
区
長
等
２
０

０
名 
）
活
動
助
成

○
全
市
版
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の
作
成

○
市
民
課
や
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
転
入
者
へ
の

加
入
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
と
加
入
促
進
案
内
（
承
諾

が
得
ら
れ
た
場
合
は
加
入
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
後
日
詳
細
案
内
）

〈 
新
た
な
施
策
の
提
案 
〉

○
地
域
自
治
区
制
度
の
研
究
、
新
た
な
制
度
の
設
計
の

検
討

○
「
地
域
協
議
会
」
の
本
来
の
役
割
の
見
直
し

○
全
市
版
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の
効
果
的
見
直
し

○
加
入
促
進
（
組
合
、
消
防
団
等
）
に
向
け
た
情
報
提

供
の
あ
り
方
の
検
討

○
組
合
加
入
促
進
の
成
功
事
例
を
情
報
共
有
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り

○
不
動
産
事
業
者
と
各
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
、
及
び

市
と
の
連
携
協
定
等
に
よ
る
加
入
促
進
（
川
路
地
区

で
は
、
三
者
に
よ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
）

と
、
不
動
産
の
管
理
に
合
わ
せ
た
組
合
加
入
へ
の
取

り
組
み

○
９
月
の
防
災
の
日
に
照
準
を
合
わ
せ
た
全
市
の
重
点

加
入
促
進
月
間
の
設
定

○
外
国
語
版
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の
作
成

○
市
民
課
窓
口
と
加
入
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連

携
の
強
化

○
組
合
加
入
率
を
正
確
に
把
握
し
未
加
入
者
数
の
実
態

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、各
地
区
の
取
り
組
み
を
支
援

○
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
交
付
金
の
増
額
要
望
が
各
地
区
か
ら

強
く
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
い
い
だ
未
来
デ
ザ

イ
ン
２
０
２
８
」
に
鑑
み
た
交
付
の
あ
り
方
の
検
討

○
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
子
ど
も
（
児
童
・
生

徒
）
を
含
め
た
社
会
全
体
で
男
女
共
同
参
画
の
意
識

啓
発
を
行
い
、
女
性
の
参
画
を
促
す
た
め
の
地
道
な

取
り
組
み

２　

新
時
代
に
向
け
た
地
域
経
営

の
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
組
合
未
加
入
問
題
や
加
入
世
帯
の

脱
退
、
そ
の
先
の
組
合
の
消
失
と
い
っ
た
問
題
の
解

決
へ
の
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
地
域
だ
け

で
は
充
分
に
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
自
治
区
制
度
の
研
究
、
新
た
な
制

度
の
設
計
の
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
運
営
に
お
い
て
、
担
い
手
の

負
担
感
と
疲
弊
が
増
し
、
地
域
の
課
題
や
中
長
期
的

な
展
望
を
議
論
す
る
余
裕
が
な
い
現
状
が
見
ら
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
、
半
ば
形
骸
化
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
「
地
域
協
議
会
」
の
本
来
の
役
割
を

見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
若
い
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
公
民
館
活
動
へ
の
参

加
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て「
人
づ
く
り
」の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
、
今
一
度
公
民
館
に
見

出
し
、
地
区
に
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
形
成
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

④
地
域
自
治
組
織
や
公

民
館
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、「
い
い
だ

未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０

２
８
」に
鑑
み
、飯
田

市
の
将
来
に
あ
っ
て

は
住
民
が
ど
の
よ
う

に
地
域
に
関
わ
っ
て

い
っ
た
ら
よ
い
か
に

つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
等
の
経
験

を
持
つ
市
民
を
交
え

て
の
検
討
を
行
う
よ

う
提
案
し
ま
す
。

所管事務調査研究に基づく「意見交換会」を開催
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調
査
研
究
テ
ー
マ　

子
育
て
に
最
適
な
地
域
と
は

　

各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
２
年
間
の
調
査
研
究
や
懇

談
な
ど
の
活
動
か
ら
委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重

ね
て
執
行
機
関
へ
の
提
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

１　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
飯
田
市

の
場
合
、
学
校
運
営
協
議
会
を
要
と
し
て
運
営
さ
れ

て
お
り
、
参
加
者
を
中
心
に
徐
々
に
周
知
が
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
知
れ

渡
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
教
育
委
員
会
を
中
心

に
、
一
層
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

（
２
）
各
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
運
営
、

と
り
わ
け
広
報
活
動
や
各
組
織
の
横
展
開
を
充
実
さ

せ
る
た
め
専
門
官
は
必
要
と
考
え
る
。
現
行
の
公
民

館
主
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
う
こ
と
も
含

め
今
後
検
討
さ
れ
た
い
。

２　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

（
１
）
児
童
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
望
ま
れ
て
い

る
。
小
学
校
高
学
年
児
や
長
期
休
み
で
の
受
け
入
れ

が
で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

（
２
）
教
育
委
員
会
と
支
援
員
と
の
充
分
な
意
思
疎
通

が
図
ら
れ
る
よ
う
懇
談
会
の
内
容
を
充
実
さ
れ
た
い
。

３　

公
立
保
育
園
に
か
か
る
延
長
保
育
や
未
満
児
保

育
に
つ
い
て

（
１
）
今
年　

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
幼
保
無
償
化

１０

施
策
」
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
保
育
士
の
不
足
や
待

機
児
童
対
策
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
保
育
士
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
労
働
環
境
の
整
備
、
保
育
経
験
者
の

再
雇
用
、
飯
田
女
子
短
大
卒
業
者
へ
の
働
き
か
け
な

ど
早
急
に
実
施
さ
れ
た
い
。

（
２
）
国
の
施
策
と
地
域
要
望
（
延
長
保
育
・
未
満
児

保
育
の
実
践
）
と
の
整
合
性
を
図
れ
る
よ
う
、
地
域

と
の
協
議
を
十
分
に

行
わ
れ
た
い
。

４　

小
中
学
校
の
空

調
設
備
の
整
備
に

つ
い
て

　
　

昨
年
の
猛
暑
を
受

け
、
小
中
学
校
の
普

通
教
室
へ
の
空
調
設

備
が
２
０
１
９
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い

る
。
国
へ
の
補
助
金

の
働
き
掛
け
も
含

め
、
予
定
通
り
計
画

が
行
わ
れ
る
よ
う

（
施
策
を
）
進
め
ら

れ
た
い
。

調
査
研
究
テ
ー
マ　

介
護
予
防
に
つ
い
て

１　

昨
年　

月
に
回
収
し
た
高
齢
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

10

ト
結
果
を
集
計
し
、
分
析
し
て
、
施
策
に
反
映
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
議
会
に
報
告
す

る
こ
と
。（
平
成　

年
第
1
回
定
例
会
委
員
会
附
帯

30

決
議
項
目
1
）
こ
の
中
で
は
特
に
独
居
高
齢
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
。

2　

平
成　

年
第
1
回
定
例
会
委
員
会
附
帯
決
議
に

30

関
し
て
項
目
２
及
び
３
に
つ
い
て
も
中
間
報
告
と

し
て
折
に
触
れ
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

１　

飯
田
市
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
会
と
の
懇

談
か
ら
の
提
案

（
１
）
民
生
児
童
委
員
の
役
割
を
研
修
会
な
ど
で
改
め

て
明
確
に
す
る
こ
と
。

（
２
）
民
生
児
童
委
員
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
よ

り
強
化
す
る
こ
と
。

２　

飯
田
下
伊
那
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
か
ら
の
提
案

（
１
）
口
腔
ケ
ア
が
、
生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
、
心
臓

病
な
ど
に
抑
止
効
果
が
高
い
こ
と
の
啓
発
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
。

（
２
）
現
在
、
飯
田
市
と
し
て
は
歯
科
衛
生
士
を
臨
時

雇
用
し
て
い
る
が
、
口
腔
ケ
ア
の
健
康
へ
の
重
要
機

会
を
と
ら
え
て
、
研
修
事
業
、
啓
発
事
業
を
強
化
さ

れ
た
い
。

小学校＞

伊賀良・上郷・松尾・丸山
1月中旬    ５月下旬

小学校＞鼎・竜丘・座光

寺・下久堅・山本
２月下旬   ７月中旬

小学校＞追手町・浜井場・

龍江・川路・上久堅
５月初旬    ８月末

小学校＞千代・和田・

三穂・千栄・上村
５月初旬    ８月末

市内中学校 ７月下旬    12月末

期別 対象校 平成 31 年（2019 年） 

Ⅰ－１期

Ⅰ－２期

Ⅰ－３期

Ⅰ－４期

Ⅱ 期

市内小中学校エアコン設置工事スケジュール

関
係
団
体
と
の
懇
談
か
ら
の
提
案

３月11日及び1２日

に委員会を開催し

ました。委員会の様

子はYou Tubeでご

確認ください。

委員会

社会文教社会文教
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策
を
要
望
す
る
意
見
が
複
数
あ
っ
た
。営
農
資
金
や

農
業
機
械
等
が
潤
沢
で
な
い
小
規
模
な
農
業
者
の

現
状
及
び
支
援
策
の
ニ
ー
ズ
を
早
急
に
把
握
し
、課

題
整
理
を
実
施
し
た
上
で
市
独
自
の
手
立
て
を
検

討
さ
れ
た
い
。

２　

農
地
の
有
効
活
用
、
農
村
環
境
保
全
に
つ
い
て

（
１
）
小
規
模
農
家
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
集

落
営
農
化
、
法
人
化
を
進
め
る
た
め
の
人
材
確
保

（
協
力
隊
な
ど
の
外
部
人
材
を
含
む
）、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

（
２
）
人
口
減
少
の
進
展
に
伴
い
、
農
地
が
適
切
に
利

用
・
管
理
さ
れ
ず
周
辺
に
悪
影
響
を
与
え
る
事
例
の

増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
国
は
「
土
地
所
有
に
関
す
る

基
本
制
度
」
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
が
、
議
論

の
方
向
性
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
も
独
自
に

「
農
地
の
条
件
に
応
じ
た
利
用
・
管
理
」
に
関
し
て

研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
。

３　

各
地
区
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
に
つ
い
て

（
１
）
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
機
関

の
協
働
に
よ
る
推

進
体
制
の
強
化
に

努
め
ら
れ
た
い
。

（
２
）
各
地
区
農
業
振

興
会
議
が
今
以
上

に
機
能
す
る
た
め

の
支
援
策
を
講
じ
、

特
に
現
場
が
抱
え

る
固
有
の
課
題
に

対
応
さ
れ
た
い
。

⑩

調
査
研
究
テ
ー
マ

　
　

道
と
景
観
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）
に
つ
い
て

　

西
部
山
麓
線
、
竜
東
・
竜
西
広
域
農
道
や
信
濃
路
自

然
歩
道
等
か
ら
展
開
す
る
景
観
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高

く
、
道
の
活
用
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
癒
し
、
健
康
、
地

域
づ
く
り
等
に
通
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整

備
さ
れ
る
大
交
流
時
代
の
到
来
を
前
に
、
飯
田
市
の

「
道
」
や
景
観
が
持
つ
潜
在
的
価
値
を
あ
ら
た
め
て
洗

い
出
し
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
新
し
い
ま
た
意
義
あ

る
政
策
と
考
え
る
。
次
の
３
点
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

１ 
「
道
」
と
景
観
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）
を
、「
飯
田

市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
な
ど
、

今
後
の
観
光
戦
略
を
推
進
す
る
視
点
と
し
て
重
視
さ

れ
た
い
。
特
に
、
西
部
山
麓
線
、
広
域
農
道
（
竜
東
・

竜
西
）
や
信
濃
路
自
然
歩
道
等
の
活
用
に
つ
い
て
、

地
域
と
協
働
し
観
光
地
域
づ
く
り
の
資
源
と
し
て
磨

か
れ
た
い
。

２ 
「
道
」
と
景
観
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）
を
、
飯
田
市

の
土
地
利
用
基
本
方

針
等
に
反
映
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
必
要
に

応
じ
関
係
計
画
の
見

直
し
や
、
関
連
す
る

道
路
整
備
を
進
め
ら

れ
た
い
。

３ 
「
道
」
と
景
観
（
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）を
、

地
域
磨
き
や
健
康
づ

く
り
等
に
つ
な
げ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や

飯
田
市
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
視
点
と
し
て
重
視

し
、
総
合
政
策
的
に
「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０

２
８
」
を
推
進
さ
れ
た
い
。

農業の担い手の皆さんと
ワークショップ形式による懇談

　

各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、２
年
間
に
わ
た
る
調
査
研

究
や
委
員
会
活
動
か
ら
、委
員
会
に
お
い
て
議
論
を

重
ね
、執
行
機
関
へ
の
提
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

伊賀良北方地区から眺めた南アルプス

調
査
研
究
テ
ー
マ

　
　

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

調
査
研
究
の
中
で
、
特
に
担
い
手
不
足
へ
の
対
応
が

重
要
課
題
で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
農
地
有
効
活
用
な

ど
の
重
点
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
機
関
の
協
働
に
よ
る
推
進

体
制
の
更
な
る
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

１　

担
い
手
確
保
に
つ
い
て

（
１
）
新
規
就
農
者
（
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
）
に
お
い
て
住

宅
問
題
は
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
空
き
家
・

優
良
農
地
情
報
確
保
な
ど
に
対
し
、
庁
内
連
携
、
地

域
内
連
携
を
深
め
ら
れ
た
い
。

（
２
）
親
元
就
農
、小
規
模
・
兼
業
農
家
に
対
す
る
支
援

３月13日及び14日

に委員会を開催し

ました。委員会の様

子はYou Tubeでご

確認ください。

委員会

産業建設産業建設



平成31.4.19　いいだ市議会だより212号

１　

事
業
の
対
象
と
な
る
住
民
の
み
な
さ
ん
、
事
業
所

へ
の
丁
寧
な
対
応
を
強
く
要
望
す
る
。

２　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
駅
周

辺
整
備
基
本
構
想
の
理
念
、
基
本
計
画
の
整
備
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
に
、
市
民
、
民
間
事
業
者
等
の
ご
意

見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
、「
訪
れ
た
人
の
脳
裏

に
、
コ
ン
コ
ー
ス
を
出
た
瞬
間
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

焼
き
つ
く
よ
う
な
駅
空
間
」「
伊
那
谷
へ
の
誘
（
い

ざ
な
）
い
」「
地
域
と
の
協
力
が
生
み
出
さ
れ
る
場
」

を
創
り
出
さ
れ
た
い
。

３　

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
設
計
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
事
業
方
法
等
の
検
討
を
重
ね
る
中
で
、
先
行

き
を
見
据
え
た
長

期
的
財
政
見
通
し

を
立
て
た
上
で
、

財
源
と
事
業
費
を

精
査
さ
れ
た
い
。

４　

駅
周
辺
整
備
は

も
と
よ
り
、
リ
ニ

ア
関
連
事
業
の
進

捗
状
況
等
を
機
会

あ
る
ご
と
に
市
民

に
伝
え
、
リ
ニ
ア

の
情
報
が
市
民
と

共
有
で
き
る
よ
う

な
広
報
に
努
め
ら

れ
た
い
。

⑪

１　

市
民
の
声
が
生
き
る
活
動
へ

　

平
成　

年
６
月
に
当
局
宛
に
提
出
し
た
「
要
望
書
」

30

の
経
緯
か
ら
、
市
民
、
こ
と
さ
ら
関
係
地
区
の
住
民
の

声
を
聴
き
執
行
機
関
側
の
取
り
組
み
を
質
す
こ
と
は
、

議
会
本
来
の
活
動
と
考
え
る
。
引
き
続
き
「
要
望
書
」

に
沿
っ
た
対
応
へ
の
注
視
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
後
も
、
事
業
が
関
係
す
る
地
元
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
の
意
向
を
尊
重
す
る
中
で
、
意
見
交
換
会
な
ど
の

開
催
を
通
じ
た
事
業
に
向
き
合
う
活
動
が
大
切
で
あ

る
。

　

ま
た
、
現
行
の
議
会
報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
る
リ
ニ
ア

関
連
へ
の
ご
意
見
の
中
で
、
本
特
別
委
員
会
の
活
動
に

該
当
す
る
件
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
管
内
視
察
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
本
特
別
委
員
会

の
対
応
の
結
果
を
迅
速
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

加
え
て
、
事
業
の
進
捗
に
伴
っ
て
委
員
自
ら
が
聴
く

市
民
の
声
や
課
題
に
つ
い
て
、
本
特
別
委
員
会
の
活
動

へ
の
反
映
に
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

２　

更
な
る
学
び

①
平
成　

年
度
の
管

30

外
視
察
に
お
い
て

調
査
研
究
を
行
っ

た
、
富
山
県
高
岡

市
の
「
新
高
岡
駅

の
整
備
」（
北
陸
新

幹
線
）
は
、
事
業

が
同
規
模
で
あ
る

本
市
に
お
い
て
、

施
設
整
備
の
あ
り

方
と
共
に
事
業
費

の
精
査
も
、
議
会

と
し
て
参
考
と
す

べ
き
で
あ
る
。

②
自
動
運
転
シ
ス
テ

ム
、
二
次
交
通
な
ど
は
、
地
域
の
拠
点
を
繋
ぐ
起
点

と
な
る
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
大
き
く
関
連
す
る
こ

と
か
ら
、
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
生
か
す
べ
き
知
見
を
取
り
入
れ

る
た
め
に
、
学
者
、
企
業
な
ど
か
ら
の
学
習
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
。

④
飯
田
市
土
地
利
用
計
画
に
お
け
る
駅
周
辺
整
備
に
関

連
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

⑤
講
演
会
の
開
催
（
主
催
）
な
ど
を
通
じ
て
、
議
会
と

し
て
市
民
と
共
に
リ
ニ
ア
と
都
市
づ
く
り
等
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
創
出
す
る
。

風越山とリニア中間駅の鳥瞰イメージ（デザインノートより）

　

２
年
間
の
調
査
研
究
の
報
告
か
ら
委
員
会
と
し

て
、
リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
向
き
合
う
視
点
、
申
し

送
り
事
項
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
へ

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

新高岡駅整備について行政視察を実施（平成30年11月）

執
行
機
関
へ
の
提
言

３月18日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeで

ご確認ください。

リニア推進リニア推進
特別委員会



議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）議 員 紹 介議 員 紹 介

～ リニアについて ～
　

 後  藤 　 荘一  
ご とう そういち

私がリニアとかかわったのは、約50

年前、飯田工業高校の時代でした。当

時国がリニア新幹線の開発を始めた

頃で、先輩たちが原理的なリニアモーターカーを文化

祭に展示し、私たちの年代も文化祭にこのリニアを少

しマイナーチェンジして展示することになりました。

試作したのは、今の浮上型ではありませんでしたが、原

理的には今日のリニアモーターカーとほぼ同じ原理

で、専門的に言うと回転型モーターの、ローターとス

テーターを切って伸ばし、ローターを土台にしてス

テーターを動かすというタイプのものです。

当時感じたのは、リニアモーターはやはり回転型

モーターと違い、エアギャップ（空隙）が大きく、リニア

モーターは回転型と比べどうしても漏れ磁束が大きく

なるのが欠点で、今でもエネルギー効率が悪いのが課

題になると思っています。もし開業した時には、環境に

加え、漏れ磁束や、リニアのエネルギー消費が問題化す

るのではと心配しています。

～チャレンジ・マラニックin遠山郷～
　

 湊 　　 猛  
みなと たけし

昨年秋に12回目となる大会を開催

し、全国より150名のランナーの皆さ

んが参加されました。南アルプスエコ

パーク・ジオパークを思い切り走り抜き、満喫いただき

ました。タイムや順位のないマラニックとは、マラソン

とピクニックを合わせた造語です。天候にも恵まれ、南

アルプスの“美景”、遠山郷の “美食”を楽しみながら、

皆さん完走されました。ランナーの皆さんから心温ま

る感謝の言葉いただき、うれしく思っています。実行委

員長として、今後も地元とランナーの皆さんとの親睦

を深め、大会を継続してまいります。

ここに
注目！

全員協議会などにおける協議事項や報告事項をご紹介します。

結いの心結いの心ででいのち支えいのち支えるる「飯田市自「飯田市自殺対策推殺対策推進計画」進計画」
飯田市の自殺死亡率は、国や県と比較して高い傾

向にあります。また、女性より男性の比率が高く、

年代は30～60歳代が多い統計結果があります。自

殺の原因や動機は、男女ともに健康問題が多く、経

済問題や家庭問題も要因とされています。

この計画は、誰も自殺に追い込まれることのない

飯田市の実現を目指して、「自殺に対する正しい知

識の啓発及び対策の周知」「自殺対策を支える人材

の育成」「地域におけるネットワークの強化」「生き

ることの促進要因につながる対策」を基本施策とし

ています。また、「高齢者対策」「生活困窮者対策」

「勤務･経営対策」「妊産婦･子育て対策」を重点施

策として取り組む計画となっています。

推進体制は、「ひとりで悩んでいませんか、相談

できる場所がある」をキャッチフレーズとして、相

談しやすい環境の充実など

に取り組むとともに、相談

機関の啓発と周知、連携事

業などに取り組むとしてい

ます。

計画期間は、2019年度

から2022年度までの４年

間です。

市議会ウォッチング

議会の動き（予定）

広報広聴委員会

委員長　新井信一郎 副委員長 古川　　仁

委　員　岡田　倫英 塚平　一成 小林　真一

　　　　熊谷　泰人 木下　容子 原　　和世

■第２回 (６月 ) 定例会は６月５日 ( 水 ) 開会です。

■一般質問は、６月 17 日～ 18 日の予定です。

※議会への請願・陳情の締め切りは

　５月 30 日 ( 木 ) 午後５時です。

　議会事務局へご提出ください。

◆真剣に質問や回答をしている姿を見て、身が引き締
まる思いがしました。

　東野地区のシンボルである大宮通り桜並木に

おいて、４月７日の日曜日に『大宮通り桜まつり』

が開催されました。恒例の親子ふれあい写生大会

をはじめ、フリーマーケット、各種団体による演

舞、演奏及び飲食販売など多くの催しのほか、新

たな試みとして「桜並木を撮ろう」と題した撮影

会も行われ、大いににぎわいました。

東野表紙
紹介

平成31年 第1回定例会を
　　　　　傍聴された方のご意見を紹介します
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